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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、矢を機械的に発射する射撃具として開発された「弩」の分析を通じて、漢
帝国の形成や発展に深く関わった武器生産や官営手工業の実態を解明することである。弩弓に装着された「骨簽（こっ
せん）」と矢の発射装置である青銅製の「弩機」に刻まれた銘文内容の分析や、製品規格の統一化に関する検証を通じ
て、漢帝国の中央政府が整備した厳格な武器生産・管理制度の存在を証明した。また、当時武器や器物生産を担った官
営工房「工官」の組織体制が複雑化していく過程についても明らかにした。
　

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify, by analyzing the Crossbow developed 
as a weapon to fire arrows mechanically, the state of weapon production and government-run artisanal 
industry relating to the form and development of the Chinese Han Empire. Analysis of inscribed bone 
labels“Gu qian” on the crossbow and of inscriptions carved on the bronze arrow-firing mechanism, and 
inspection of the unification of product standardization, corroborate the existence of a strict weapon 
production and control system maintained by the Han central government. Light was also shed on the 
process leading to the increasing complexity of the organizational system of government workshops“Gong 
guan” responsible for production of weapons and artifacts at that time.
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１．研究開始当初の背景 
 
漢による統一国家の形成や発展を考察す

る際、官営の手工業が果たした役割を無視す
ることはできない。なかでも、武器の大量生
産を可能とする組織の整備や拡張は、漢帝国
の国力を充実、維持するための重要な課題で
あったと言える。当時、武器・器物の生産を
担っていたのは、中央や地方（郡）に設置さ
れた「工官」と呼ばれる官営工房であった。
研究代表者の研究は、工官で製作されていた
武器の一つである「弩」の分析を通じて、工
官の組織構造や分業体制の実態を明らかに
することを目的としている。 
弩は、矢を機械的に発射できる装置を備え

ていることから、一般的な弓に比べて射撃に
高い技術を必要としない。さらに、命中率が
高いという利点から、中国では戦国時代に武
器としての使用が始まる。漢代になると発射
装置である「弩機」の一部に改良が加えられ
てより強力なものとなり、主力武器として急
速に普及していく。 
研究代表者は本研究を開始する以前から

外部資金を獲得するなどし、漢代の弩に関す
る資料の集成や研究をスタートさせており、
以下の予備的成果を得ていた。 
 
（１）銘文を持つ「骨簽（こっせん）」は弩
弓の一部で、その刻字内容は弩の製品情報を
示している。 
骨簽とは、片側に U字状の切り込みを持っ

た全長 5～8cm、厚さ 0.2～0.5cm 程度の骨片
で、その表面に数字や文字が刻まれている。
陝西省漢長安城未央宮遺址では、発掘調査で
6 万点余り出土している。研究代表者が、骨
簽の形状と銘文内容の関連性に着目して分
析を行った結果、4 種類に分類できる骨簽の
刻字内容は、①製作年代や工官名、②弓の強
度、③矢の飛距離、④製造番号をそれぞれ示
しており、弓の先端側面部分に弓弭（ゆはず）
として 1枚ずつ取り付けて使用していた（図
1）。 
 
（２）骨簽と弩機の銘文からは、弩の生産に
関わった「工官」の組織体制やその変遷を読
み取ることができる。 
紀年や工官名が刻記された骨簽には、工官

の監督官や弓の製作に直接従事した工匠の
名も併記されている。また、矢の発射装置で
ある青銅製「弩機」の各部品にも工官名と製
造番号が刻まれており、複数の工官で弩機の
鋳造が数万単位で行われていたことが推測
できる。つまり、骨簽と弩機の銘文には、弩
の製作に関わる多くの情報が含まれている。 

 
漢帝国における武器生産は、官営手工業の

主目的であったが、これまでは研究材料が不
足していたため、活発な議論が行われてこな
かった。しかし（１）、（２）で前述したよう
に、骨簽の弓弭としての実用的用途が証明さ

れ、弩弓と弩機の両側面から検討することが
可能となったため、弩の型式変化や銘文の内
容についてさらに詳しく分析することとし
た。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 弩の各部名称 

 
 
２．研究の目的 

 
研究代表者の研究課題は、武器の開発や進

化が、国家や地域社会の形成・発展とどのよ
うに関わってきたのかを、考古資料から解明
することにある。 
 本研究の目的は、矢を機械的に発射する射
撃具として開発された「弩」の分析を通じて、
漢帝国の形成や発展に深く関わった武器生
産や官営手工業の実態を解明することであ
る。研究代表者は１．研究開始当初の背景で
述べた（１）および（２）の予備的成果を踏
まえ、自らが取り組む具体的な課題として、
以下の 2 点を設定した。 
 
（１）青銅製弩機の形態比較によって、規格
性の有無を検証すること。 
 
（２）弩機と骨簽に刻字された銘文の内容を
分析し、弩の製作を担った官営工房の組織体
制や弩の製造工程を復元すること。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究の期間は平成 24年度から 27年度ま
での4年間で、研究は代表者が単独で行った。
代表者が目的を達成するために取り組んだ
調査研究は、以下の 5つにまとめることがで
きる。 
 
（１）資料調査を実施して基礎データの蓄積
をはかり、青銅製弩機の規格の統一化につい
て検証する。 
 
（２）骨簽に刻まれた銘文の内容を整理し、
弩の製作に関わった官営工房「工官」の組織
体制の実態とその変遷を明らかにする。 
 
（３）「居延漢簡」などの簡牘から弩に関す
る記述を抽出し、弩機や骨簽の銘文内容と比
較する。 



 
（４）弩とは異なる工官で製作されていた
「漆器」の銘文を集成する。骨簽の銘文と比
較し、弩の生産組織の実態を相対化させる。 
 
（５）（１）から（４）で得られた結果を統
合し、学会発表や論文を通じて成果を公表す
る。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究を推進するにあたり、研究代表者は
中国、モンゴル、日本において資料調査を実
施した。調査時には研究機関の協力を得て、
資料の観察や実測、写真撮影などの記録作業
を行い、基礎データの蓄積に努めた。また、
資料調査と並行して、国内の図書館や研究機
関で適宜、関連する文献を収集した。なお、
簡牘については、台湾の中央研究院歴史語言
研究所がインターネット上で公開している
データベース等も活用し、関連する記述を抽
出した。 
資料収集を進めていくなかで、研究代表者

が当初予想していたよりも多くの考古資
料・文献が見つかり、資料整理や比較検討、
研究総括に時間を要することになった。その
ため研究期間を一年延長したが、研究成果は
随時学会発表や雑誌論文を通じて発信し、一
定の評価を得てきたことから、本研究は全期
間を通じておおむね順調に進展してきたと
言える。 
３．研究の方法で前述した課題（１）～（５）

の成果は以下のとおりである。 
 
（１）国内外の研究機関において資料調査を
行い、青銅製弩機に関する基礎データを蓄積
した。観察や実測可能な資料数が多くなかっ
たことから、伝世資料・私蔵資料なども研究
対象に加えて、検討を行うこととした。 
 弩機を構成する各部品の大きさ、刻まれた
文字の内容およびその刻字位置に着目して
分析を行った。その結果、弩機の鋳造は複数
の工官で行われており、銘文の刻字箇所は工
官によって異なっていたが、弩機の規格は統
一されていた。但し後漢になると弩機はやや
大型化する傾向にあり、加えて刻む文字の内
容も増加することから、弩の規格や生産体制
に変化が生じたことが指摘できる（〔学会発
表〕③、⑦、⑨）。 
 
（２）骨簽（弩弓）は、予備調査の段階で集
成をほぼ終えていたことから、蓄積した基礎
データをもとに銘文を製作工房（工官）毎、
年代順に並べ、併記された監督官名や工匠名
を整理した。結果、以下の 2点が明らかとな
った。 
①弩弓の生産は、主として地方に設置された
3 つの工官が担っていたが、破損した弓の修
理は中央の工官に所属する工匠が行ってい

た。 
②骨簽には複数の監督官の名が記されてい
るが、中央政府から直接派遣された官吏名が
新たに加わるなど、地方工官の組織体制には
変化が認められた。このような工官の官僚組
織の再編成は、弩弓生産に携わった 3つの工
官でほぼ同時期に、そして複数回行われてい
たことから、中央政府が武器の生産体制を段
階的に整備、強化していったことが窺える
（〔学会発表〕③、⑨）。 
なお、骨簽に見える年号は前漢末までに限

られていることから、新や後漢以降の工官組
織の復元については、研究代表者の今後の課
題とした。 
 
（３）「居延漢簡」や「敦煌漢簡」などの木
簡の一部には、当時駐屯地の武器庫に保管さ
れていた弩の数量のほか、新たに輸送されて
きた弩の年月日や性能（強度）、破損後に修
理された弩の記録などが詳細に記されてい
た。これらの資料は、弩機や骨簽に刻した製
品情報と同様、中央政府が整備した厳格な武
器生産・管理体制の存在を反映したものであ
る。 
 
（４）モンゴルの研究機関では、近年の発掘
調査で新たに出土した「紀年銘漆器」の観察、
写真撮影を行い、漆器の生産だけでなく修復
に関わる情報も入手することができた。その
他、中国や朝鮮半島、モンゴルで過去に出土
した紀年銘漆器の集成、銘文の校正を行って
データを整え、年号・工官名が記された骨簽
の銘文と比較した。 
その結果、紀年銘漆器の大半は地方の工官

で製作されたものであったが、破損した場合
は弩弓と同様、中央政府の工官が修理を請け
負っていたことがわかった。弩弓と漆器は異
なる工官で製作されていたが、同じ紀年を持
つ両者の銘文の排列や監督官の種類は一致
していた。漆器製作は、弩に比べて分業化が
進んでいたが、工官の組織構造自体に大きな
差はなかったことが窺える（〔雑誌論文〕①、
〔学会発表〕②、⑥）。 
 
（５）本調査研究によって得られた成果を広
く周知するため、国内だけでなく海外でも学
会発表を行った。学会参加者とは古代中国に
おける官営工房の組織体制や手工業に関わ
る問題について意見交換を行い、新たな知見
を得たほか、海外での研究成果の公開方法に
関して助言をいただくことができた。 
また、学会発表の内容等をもとに論文も執

筆・投稿した。今後は中国語および英語によ
る論文の発表や、今回の調査で収集した資料
をまとめた報告書の刊行を予定している。 
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